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「手話言語条例」を制定
ろう者・手話サークルの皆さんと共に喜び合いました。

531人の新成人が誕生

○会議はいずれも午前10時からです。
　（3月15日（水）の議会運営委員会のみ
　　　　　　　　　午後1時30分からです。）

●本会議の日程　３月７日（火）・８日（水）・９日（木）
　　　　　　　　３月30日（木）　【予備日】３月13日（月）
●委員会の日程　（別室での傍聴となります）
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議事の進み具合により、会議が終了している場合もあります。
日程は変更する場合があります。直前にお問い合わせください。



　12月７日（水）に開会、12月 20日（火）に閉会しました。この議会では町長提出議案22件、
議員提出議案３件、請願４件を審議しました。

手
話
言
語
条
例

　
　
（
全
会
一
致
）

　

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の

認
識
に
基
づ
き
、
手
話
へ
の

理
解
促
進
、
普
及
に
関
し
て

の
理
念
を
定
め
、
町
の
責
務

と
町
民
及
び
事
業
者
の
役
割

を
明
ら
か
に
し
、
手
話
に
関

す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
取
り
組
み
、
町
民
が

障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会

の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
。

一
般
職
職
員
給
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
一

般
職
職
員
の
給
与
の
改
定
を

行
う
た
め
。

常
勤
特
別
職
職
員
給
与

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例   （
全
会
一
致
）

　

一
般
職
職
員
の
勤
勉
手
当

の
支
給
月
数
を
0.1
月
引
き
上

げ
る
こ
と
に
併
せ
て
、
常
勤

創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
確

定
申
告
書
に
必
要
と
な
る
地

方
公
共
団
体
の
長
が
租
税
特

別
措
置
法
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
を
確
認
し
た
旨
を
証
す

る
書
類
の
交
付
を
行
う
た
め
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
（
北
保
育
所

大
規
模
修
繕
工
事
）

（
全
会
一
致
）

契
約
金
額
・
契
約
の
相
手
方

変
更
前　

9
６
９
９
万
円

変
更
後１

億
４
０
６
万
８
千
円

　

㈱
阪
南
工
務
店

平
成
28
年
度
熊
取
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

（
全
会
一
致
）

歳
入

国
庫
支
出
金
５
８
２
２
万
円

財
産
収
入 

５
１
６
万
６
千
円

繰
入
金　

 

５
４
８
万
３
千
円

歳
出

社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業

１
０
２
７
万
4
千
円

中
学
校
維
持
管
理
事
業

２
２
１
８
万
4
千
円

農
業
委
員
会
委
員
定
数

条
例　
　
（
全
会
一
致
）

特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
月
数
を
0.1
月
引
き
上
げ

る
た
め
。

議
会
議
員
報
酬
等
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

　

一
般
職
職
員
の
勤
勉
手
当

の
支
給
月
数
を
0.1
月
引
き
上

げ
る
こ
と
に
併
せ
て
、
議
会

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
月

数
を
0.1
月
引
き
上
げ
る
た
め
。

退
職
手
当
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

　

雇
用
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
給
付
内
容
等
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
国
家
公
務

員
退
職
手
当
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
併
せ
て
、

退
職
手
当
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

　

租
税
特
別
措
置
法
の
改
正

に
よ
り
、
空
き
家
等
の
譲
渡

所
得
の
特
別
控
除
の
特
例
が

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
農
業
委
員

会
選
挙
選
出
委
員
定
数
条
例

を
廃
止
し
、
新
た
に
農
業
委

員
会
委
員
の
定
数
を
定
め
る

も
の
。

企
業
職
員
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

　

雇
用
保
険
法
改
正
に
よ
り

失
業
給
付
の
給
付
内
容
が
変

更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
改
正

が
必
要
と
な
っ
た
も
の
。

指
定
管
理
者
の
指
定（
熊

取
町
学
童
保
育
所
）に
つ

い
て　
　

 （
全
会
一
致
）

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

熊
取
こ
ど
も
と
お
と
な
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

指
定
の
期
間
（
５
年
間
）

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で

土
地
取
得
（
永
楽
ゆ
め
の

森
公
園
整
備
用
地
）
に
つ

い
て　
　
　
（
全
会
一
致
）

　

公
園
整
備
用
地
と
し
て
、

熊
取
町
土
地
開
発
公
社
か
ら

取
得
す
る
も
の
。

面
積　

９
０
８
２
．８
８
㎡

  

地
目　

山
林

  

取
得
価
格６

５
０
３
万
８
千
円

平
成
28
年
度
熊
取
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）（
全
会
一
致
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
２
３
万
８
千
円
を
追
加
。

　

主
な
補
正
は
人
事
異
動
、

平
成
27
年
度
消
費
税
確
定
等
。

平
成
28
年
度
熊
取
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
（
全
会
一
致
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
０
１
０
万
３
千
円
を
追
加
。

主
な
補
正
は
人
事
院
勧
告
・

事
業
費
の
確
定
・
国
府
支
出

金
等
返
還
金
な
ど
。

平
成
28
年
度
熊
取
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）   （
全
会
一
致
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

36
万
２
千
円
を
追
加
。

　

主
な
補
正
は
人
事
院
勧
告

に
伴
う
も
の
。
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生
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へ
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手
話
言
語
条
例｣

可
決
！



平
成
28
年
度
熊
取
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　
（
全
会
一
致
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
７
３
万
３
千
円
を
追
加
。

主
な
補
正
は
介
護
保
険
シ
ス

テ
ム
の
改
修
等

平
成
28
年
度
熊
取
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）　　

 （
全
会
一
致
）

　

収
益
的
支
出
に
22
万
３
千

円
を
減
額
。

　

資
本
的
支
出
に
17
万
２
千

円
を
追
加
。

　

補
正
の
主
な
理
由
は
、
人

事
異
動
に
よ
る
も
の
。

平
成
28
年
度
熊
取
町
墓
地

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）（
賛
成
多
数
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

42
万
１
千
円
を
追
加
。

　

主
な
補
正
は
指
定
管
理
者

選
定
の
委
員
の
報
酬
、
駐
車

場
に
関
す
る
通
信
運
搬
費
。

〈
賛
成
討
論
〉

　
　

未
来
・
熊
愛
の
会

　

こ
の
補
正
予
算
に
は
、
永

楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
駐
車
場

が
有
料
化
さ
れ
た
と
き
に
、

公
園
駐
車
場
を
一
時
間
無
料

に
で
き
る
カ
ー
ド
を
送
付
す

る
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。

公
園
駐
車
場
の
有
料
化
を
平

成
29
年
４
月
1
日
か
ら
円
滑

に
施
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
本
補
正
予
算
は

や
む
な
く
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。墓

苑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　

 （
賛
成
少
数
）

　

指
定
管
理
者
に
墓
苑
の
管

理
を
行
わ
せ
る
た
め
の
条
例

提
案
。

〈
反
対
討
論
〉

　
　
　
　

共
産
党
議
員
団

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

理
由
と
す
る
①
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
②
経
費
削
減
に
つ
い

て
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
な

い
。
墓
苑
だ
け
で
は
指
定
管

理
者
制
度
導
入
の
必
要
性
は

な
い
。
墓
苑
利
用
者
は
管
理

料
を
払
っ
て
い
る
。
公
園
利

用
者
で
、
墓
苑
の
利
用
者
に

影
響
が
出
て
い
る
。
４
月
に

駐
車
場
有
料
化
、
10
月
に
指

定
管
理
者
制
度
導
入
で
は
準

備
期
間
不
足
だ
。

未
来
・
熊
愛
の
会

　

墳
墓
の
使
用
許
可
、
返
還

な
ど
の
重
要
な
事
務
手
続
き

は
現
在
町
職
員
が
行
っ
て
い

る
。
区
画
使
用
者
は
毎
年
６

０
０
０
円
の
管
理
料
を
町
に

納
付
し
て
い
る
。

　

現
在
約
５
２
０
万
円
の
維

持
管
理
費
が
約
２
８
５
万
円

に
削
減
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

墓
苑
の
使
用
料
の
値
下
げ
も

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

〈
以
下
の
議
案
の
経
過
説
明
〉

　

本
定
例
会
で
永
楽
ゆ
め
の

森
公
園
の
駐
車
場
の
有
料
化

と
墓
苑
と
永
楽
ゆ
め
の
森
公

園
管
理
業
務
を
指
定
管
理
者

に
移
行
す
る
議
案
が
出
さ
れ

た
が
、
駐
車
場
の
有
料
化
は

賛
成
す
る
が
指
定
管
理
者
へ

の
移
行
は
賛
成
で
き
な
い
と

の
立
場
か
ら
「
修
正
動
議
」

が
出
さ
れ
、
ま
ず
「
修
正
議

案
」
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。
原
案
は
賛
成
少
数
で

否
決
と
な
っ
た
。

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

修
正
議
案
（
賛
成
多
数
）

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
永
楽

ゆ
め
の
森
公
園
の
駐
車
場
を

有
料
化
す
る
も
の
。

〈
賛
成
討
論
〉

　

未
来
・
熊
愛
の
会

　

公
園
と
墓
苑
の
管
理
を
具

体
的
な
条
件
等
が
不
明
確
な

ま
ま
、
管
理
業
務
を
「
指
定

管
理
者
」
に
移
行
す
る
こ
と

に
反
対
で
あ
る
。
し
か
し
、

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
維
持

管
理
費
確
保
の
為
、
利
用
者

の
約
80
％
が
町
外
の
人
で
あ

る
公
園
の
駐
車
場
を
有
料
に

し
て
利
用
者
に
負
担
し
て
頂

く
の
は
や
む
を
得
な
い
。
駐

車
場
の
有
料
化
に
は
賛
成
す

る
こ
と
か
ら
、
元
の
議
案
か

ら
「
指
定
管
理
者
」
の
部
分

を
削
除
し
た
「
修
正
議
案
」

に
賛
成
す
る
。

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

原
案　
　
（
賛
成
少
数
）

〈
反
対
討
論
〉

　
　
　
　

共
産
党
議
員
団

　

町
は
指
定
管
理
者
制
度
導

入
の
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
経
費
削
減
を
あ
げ
て

い
る
。
し
か
し
経
費
削
減
は

３
人
の
管
理
人
を
２
人
に
す

る
人
員
削
減
が
要
因
。
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
も
、
想

定
で
き
る
事
業
者
な
ど
の
判

断
材
料
が
不
足
し
て
い
る
。

ま
た
、
駐
車
場
有
料
化
後
の

混
乱
も
予
想
さ
れ
、
準
備
期

間
が
短
か
す
ぎ
、
反
対
す
る
。

未
来
・
熊
愛
の
会

　

現
行
の
維
持
管
理
業
務
が
、

指
定
管
理
者
に
移
行
し
た
場

合
に
で
も
水
準
が
維
持
で
き

る
こ
と
を
実
証
し
た
上
で
、

「
指
定
管
理
者
」
へ
の
移
行

と
そ
の
業
務
内
容
の
詳
細
な

条
件
を
明
確
に
示
す
べ
き
。

「
指
定
管
理
者
制
度
」
移
行

に
絶
対
反
対
と
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
今
の
状
況
で

は
そ
の
業
務
内
容
を
明
確
に

で
き
な
い
こ
と
が
問
題
で
、

さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ

り
反
対
す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉

熊
取
公
明
党

　

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
と
熊

取
永
楽
墓
苑
及
び
駐
車
場
の

3
施
設
を
一
体
的
に
管
理
す

る
こ
と
で
維
持
管
理
に
係
る

経
費
の
削
減
が
見
込
め
る
こ

と
。
②
民
間
の
能
力
を
発
揮

し
、
永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の

効
用
を
最
大
限
に
活
か
せ
る

自
主
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
更
な
る
集
客
を
見

込
め
る
こ
と
。
要
望
と
し
て
、

外
部
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、

毎
年
、
管
理
運
営
状
況
評
価

を
行
う
こ
と
。

附
属
機
関
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例   （
賛
成
少
数
）

　

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
、
及

び
墓
苑
の
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
の

条
例
案
。

〈
反
対
討
論
〉未

来
・
熊
愛
の
会

　

墓
苑
及
び
公
園
の
管
理
業

務
の
具
体
化
を
実
証
し
な
い

ま
ま
、
多
く
の
責
任
を
指
定

管
理
者
に
付
加
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
反
対
で
あ
り
、

現
時
点
で
「
永
楽
ゆ
め
の
森

公
園
及
び
熊
取
永
楽
墓
苑
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
」
の

設
置
は
必
要
な
い
。

否決

否決

否決
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○ホームドアの設置と「内方線付き点状ブロック」の整備促進を求める意見書
内閣総理大臣、国土交通大臣

○地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の整備を求める意見書
内閣総理大臣、防災担当大臣、総務大臣、国土交通大臣

○ 安心な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政措置を求める意見書
内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、内閣府特命担当大臣

次の意見書を全会一致で可決し、政府など関係機関に提出しました。

意 見 書 を 採 択

備考：日本共産党熊取町会議員団（共産）、熊愛の会（熊愛）、新政クラブ（新政）、熊取公明党（公明）、新守クラブ（新守）

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示 （議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します。）

12月定例会審議案件
議員
名 文野 重光

議長 浦川 阪口 坂上
昌史 鱧谷 二見 渡辺 服部 矢野 佐古 河合 江川 坂上

巳生男

会派 熊愛 熊愛 未来 未来 未来 共産 公明 公明 新政 新政 新守 新守 共産 共産

墓苑条例の一部を改正する条例 × ― × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
永楽ゆめの森公園条例の一部を
改正する条例に対する修正案 ○ ― ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

永楽ゆめの森公園条例の一部を
改正する条例原案 × ― × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

附属機関条例の一部を改正する条例 × ― × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
平成28年度熊取町墓地事業特別
会計補正予算（第１号） ○ ― ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

来年度実施予定の介護保険新総
合事業について、｢現行相当サー
ビス｣報酬を従来通りに包括報酬
制とすることを求める請願

○ ― × × × ○ × × × × × × ○ ○

国民健康保険・都道府県化の大阪方式を中止すること等を求める請願
＜継続審査期限の延期＞
　９月議会で請願されたが、「現時点での請願採択には、国や他府県の情報が十分にない」理由で「継続審査」
の動議が出され、12 月議会へ送られた。
　12 月議会でも「現状でも情報が十分にない」理由で「継続審査期限の延期」となった。

来年度実施予定の介護保険新総合事業について、「現行相当サービス」報酬
を従前通りに包括報酬制とすることを求める請願　＜賛成少数＞ 不採択
請 願 者　くまとり社会保障推進協議会　会長　伊藤守　他１名（署名 319 名）
紹介議員　坂上巳生男、江川慶子、鱧谷陽子、文野慎治

〈反対討論〉
熊取公明党
　請願は介護報酬について、現行相当サービスの「包括報
酬制」の維持・継続を求めるもので、介護事業者にとって
は採算が合わず、経営が大変になることは、一定理解する。
利用者の立場に立った時、「出来高払い制」を利用した回
数分のみ支払う方が負担軽減になる。出来高払いによって
利用しやすくなれば利用者が増え、事業所の経営にもプラ
スになる。今回の介護予防・日常生活支援総合事業は、3
市 3町でサービス内容・報酬について統一した基準になっ
ている。熊取町のみ、現行の包括報酬制を維持・継続する
ことは熊取町の利用者にとって、不利益につながる。

〈賛成討論〉
共産党議員団
　泉州は大阪の他市町とは異なって、泉州地
域は要支援 1・2 の包括報酬制を出来高払い
制にしようしている。利用者にとっては安く
なって良いように思えるが、事業所は、実績
の計算となり収入が減少、体制の予測がつき
にくくなる。今回、要支援１・２の介護保険
はずし、包括報酬制を出来高払いにすること
は、高い保険料を払っていても、サービスが
受けられない状況をもたらす。
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　平成 28 年 11 月 9 日（水）、教育・子どもセンターで、教育
委員 5名と総務文教常任委員会委員 7名との間で懇談会を実施
した。
　「学校・社会教育の課題について」をテーマに、①　豊かな
人間性を育む教育　②　現代の学校教育の課題　③　社会教育
事業　④　成人式のあり方、等について活発な意見交換ができ、
学校教育の現場だけを見るのではなく、家庭・地域における教
育等を通して、健全な青少年の育成に務めなければと感じた。

教育委員会と
総務文教常任委員会の
懇談会を実施しました。

談合賠償金の公平・公正な全額回収を強力に実行することを求める請願

くまとり議会だより　平成29年2月発行  No.365

談合問題の調査特別委員会の設置等を求める請願
＜賛成全員＞ 採択
請願の主旨
1　 町長は、10名程度の「談合問題の調査特別委員会」（略称：談合ＰＴ）を設置すること。
2　 公平・公正を担保するため、談合ＰＴの開催日程を広報「くまとり」及び町ＨＰで広報し、審議と議事録は町民に公開す
ること等を求める請願

請 願 者　川﨑友也　他 3名
紹介議員　文野慎治　坂上巳生男　江川慶子　鱧谷陽子

〈賛成討論〉
熊愛の会
　談合事件は、熊取町政にとって正に【負の遺産】である。
　大原住宅談合事件の刑事裁判と住民訴訟、賠償金の納付と回収など、談合問題の事実関係を総合的に調査・検証して総括し、
行政と議会、町民が共に町政の【負の遺産】を正しく認識することが重要である。また、二度とこの様な事件を起こさせない
ために、次の世代へ引継ぐ【大きな貴重な財産】にしなければならない。
　談合事件の発覚から今日に至るまでの町の対応は、遅延行為、議会提言の無視、資料の非公開など、常識では考えられない
ものだった。判決文の中でも【前中西町長の職務怠慢】が司法から指摘されている。
　談合により搾取されたお金は血税であり、すべての熊取町民に対して、血税の搾取、町の対応、回収出来なかった理由等に
ついて、今このタイミングで、調査特別委員会を速やかに設置し、請願の主旨に沿った対応をするべきである。

本定例会から、請願者からの主旨説明を、
議会基本条例に基づき、委員会内で行えます

＜賛成全員＞ 採択
請願の主旨
　組合幹部２名と２社、他の債務者に先行して、最強の法的
手段を実行し、公平・公正な全額回収を実現するよう請願す
る。

請 願 者　川﨑友也　他２名（署名 539 名）
紹介議員　阪口均　　文野慎治　　坂上巳生男
　　　　　江川慶子　　鱧谷陽子

〈賛成討論〉
熊取公明党
　町の顧問弁護士と議員との「債権回収に係る勉強会」で回
収業務の進め方として、「債権者破産」についても一つの手
法として考えられるという見解を確認した。費用対効果もあ
るが、年度末にどのような手法をとるか報告をするとのこと。
公平公正な全額回収を願う請願に反対するものではなく、弁
護士の報告を受けて、町としては回収業務を進めていただく
ことを要望して賛成討論とする。
共産党議員団
　二年前の同趣旨の請願は議長採決で否決された。今回、請
願者の説明で、請願否決の後、支払いの姿勢を示していた３

者が支払い拒否に転じたとの報告を受けた。
　今回の請願は、恒常的談合の中心たる２人と２業者に的を
絞って強力な損害賠償請求の実行を求めている。全額支払っ
た業者からすれば、全く不公平な状態を放置していいのか、
行政と議会の姿勢が問われている。
　熊取町としての断固たる姿勢を示すべきであり、請願に全
面的に賛成する。
未来
　支払いが終わった業者と、逃げ得で終わろうとする業者＋
２名の不公平感をなくすこと。そして一番の被害者である住
民の憤りを鎮めるために、町はこの請願と署名の重みを十分
に受け止めて対処する必要がある。
熊愛の会
　現在の賠償金回収率は、僅か 44％で、完納 10 社、分納中
3社、未払い 10 社で、かつ、組合幹部 2名は未払いといっ
た不公平が生じている。残る 2億 7千万円の回収に、町は全
力を上げなくてはならない。
　《請願の趣旨》のとおり、談合を主導し、「資産隠しの疑い」
がある組合幹部の２名と２社、に対しては、まず他の債務者
に先行して、最強の法的手段を実行し、公平・公正な全額回
収を実現しなければならない。



「
国
民
健
康
保
険
大
阪
方
式
」は
何
か
変
！

談
合
事
件「
請
願
」採
択
し
、回
収
・
検
証
を
！

文
野　

慎
治　

　

事
件
関
連
の
請
願
２
件

出
て
い
る
町
長
の
決
意
は
？

　

 

（
町
長
）新
た
に
委
託
し

た
顧
問
弁
護
士
の
教
示
を
得

て
取
り
組
む
。
議
員
も
応
援

し
て
欲
し
い
。

要
望　

今
議
会
で
の「
請
願
」

の
採
択
を
全
議
員
に
要
請
す

る
。
議
会
も
一
丸
と
な
り
、

町
長
も
先
頭
に
立
っ
て
、早

期
回
収
と
、検
証
に
つ
い
て

全
力
を
上
げ
る
べ
き
。
熊
取

町
の
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
く

た
め
に
、時
間
を
有
効
に
使

っ
て
欲
し
い
。

力
を
し
、認
め
ら
れ
て
い
る

法
定
外
繰
り
入
れ
を
行
い
、

住
民
負
担
を
抑
え
る
べ
き
。

問　

大
阪
方
式
で
統
一
さ
れ

た
時
、熊
取
町
の
保
険
料
は

い
く
ら
か
？

答　

現
在
府
に
お
い
て
試
算

の
た
め
の
準
備
中
。
示
す
の

は
困
難
。

要
望　

９
月
段
階
で
は
試
算

が
示
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
た
。

大
阪
府
だ
け
が
シ
ス
テ
ム
に

不
具
合
が
発
生
し
た
。
国
平

均
よ
り
も
前
期
高
齢
者
の
割

合
が
多
い
自
治
体
ほ
ど
値
上

げ
幅
が
大
き
い
。
熊
取
町
は

こ
れ
に
該
当
す
る
。
国
は
平

均
保
険
料
率
を
示
す
が
府
県

統
一
は
求
め
て
い
な
い
。
こ

れ
は
、地
方
自
治
の
原
点
か

ら
当
然
。
町
の
議
会
答
弁
は

「
府
内
何
処
で
住
ん
で
も
保

険
料
は
平
等
」と
、地
方
自
治

を
放
棄
し
て
い
る
。
情
報
を

も
っ
と
開
示
し
、府
へ
の
働

き
を
強
化
す
べ
き
。

　
　

広
域
化
調
整
会
議
の
情

報
収
集
と
町
の
意
見
要
望
伝

達
と
町
民
へ
の
説
明
は
？

答　

府
の
Ｈ
Ｐ
で
内
容
確
認

し
て
い
る
。
意
見
等
の
伝
達

は
、南
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の

岬
町
を
通
し
て
行
う
。

要
望　

町
が
要
望
し
た
内
容

等
を
資
料
提
供
し
て
欲
し
い
。

問　

平
成
29
年
に
保
険
料
の

値
上
げ
は
な
い
の
か
？

答　

医
療
費
の
動
向
は
予
測

困
難
。
動
向
次
第
で
保
険
料

へ
影
響
が
大
き
く
変
動
す
る

た
め
、予
測
は
困
難
。

要
望　

医
療
費
だ
け
が
保
険

料
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の

で
は
な
い
。
高
額
所
得
者
の

賦
課
限
度
の
超
過
分
を
、中

間
層
や
軽
減
措
置
を
受
け
て

い
る
人
に
ま
で
負
担
さ
せ
て

い
る
。
そ
の
説
明
が
一
切
無

い
事
が
問
題
。
負
担
が
当
然

で
は
な
い
。
知
恵
を
絞
り
努

国
民
健
康
保
険
料
率
の
府
内

統
一
化
の
問
題
点
に
つ
い
て

談
合
事
件
損
害
賠
償
金
の

回
収
に
つ
い
て

要
望

　見附市は「日本一健康なまち」を目指し取り組んでいる。
これまで「見附市健幸基本条例」「見附市歩こう条例」に取
り組み「スマートウエルネスみつけ」を総合的に取り組んで
いる。児童・生徒の「豊な心」「体力」「社会性」等の「当た
り前」の生活の質の向上、習慣化する取り組みにより、保護
者や地域への好循環につなげるものとして、平成 27 年度の
主な実施事業は、フッ化物洗口は中学校まで拡大、健幸ウォ
ーキング教室、中学生Ｅボート大会など 217 万円市単費で行
っている。
　また、出生率を維持する方策として、中学３年生以下の子
ども３人以上養育している保護者に対して、小中学校・特別
支援学校の学校給食費の補助を実施している。

　新潟県長岡市は「米百俵」の精神で有名である。これ
は、幕末のころ相次ぐ窮状を知って米百俵が見舞いとし
て送られてきたとき、これを生活の糧とするのではなく、
これから長岡を背負う人材を育てるために、国漢学校の
整備にあてたという話である。この精神は今もって長岡
市民に脈々と受け継がれている。現在の子どもたちを取
り巻く環境として①学ぶ意欲の低下②学力や体力等の二
極化③家庭・地域の教育機能の低下④社会と人のつなが
りの希薄化⑤少子・高齢化⑥グローバル化⑦価値観・生活
様式の多様化、等々の現状を踏まえた上で、これらに対応
すべく８３もの事業を実施している。一番の目的は「子
どものやる気や意欲を最大限に引き出すこと」である。
83の事業の中には大・小
様々なものがあるが、いず
れもよく考えられていて、
地域の特性をうまく生か
しながら、子どもたちの、
夢を描き志を立てる力と
生き抜く自信を育んでい
る。

10月28日　長岡市

新潟県常任委員会合同行政視察を行いました総務文教総務文教
事業厚生事業厚生

長岡市役所前

10月27日　見附市

見附市視察風景
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一
般
質
問

問

問

問

問 答

答

答

答

要
望

要
望

要
望



公
民
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、煉
瓦
館
な
ど
の
音
響
改
善
を
求
め
る
。

煉
瓦
館
前
の
紺
屋
上
橋
は
狭
く
て
危
険
。拡
幅
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

談
合
損
害
賠
償
の
協
議
は
す
す
ん
で
い
る
か
。

坂
上　

巳
生
男

設
計
を
発
注
し
た
。

問　

紺
屋
上
橋
の
拡
幅
は
見

通
し
が
つ
い
た
よ
う
だ
が
、

泉
佐
野
市
と
の
境
界
に
あ
る

「
滑
橋
」
の
拡
幅
は
ど
う
か
。

答　

大
阪
府
は
滑
橋
の
架
け

替
え
予
定
は
な
い
。
駅
西
地

区
の
整
備
と
合
わ
せ
、
歩
行

者
等
が
安
全
に
通
行
で
き
る

人
道
橋
の
設
置
を
泉
佐
野
市

と
連
携
し
て
要
望
し
て
い
る
。

問　

顧
問
弁
護
士
が
代
わ
り
、

未
納
業
者
と
個
別
に
協
議
す

る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

協
議
の
進
み
具
合
を
報
告
さ

れ
た
い
。

答　

完
納
に
至
ら
な
い
業
者

と
個
人
11
者
に
面
談
を
求
め

た
。
４
業
者
と
個
人
１
人
が

面
談
に
応
じ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、

支
払
い
の
意
思
は
あ
る
が
資

力
が
な
い
と
い
う
回
答
だ
っ

た
。
所
在
不
明
業
者
の
追
跡

調
査
を
含
め
、
引
き
続
き
回

収
に
取
り
組
む
。

４
０
０
万
円
か
か
る
。
他
の

修
繕
に
合
わ
せ
て
検
討
し
た

い
。

要
望　

大
規
模
改
修
に
合
わ

せ
て
と
の
回
答
だ
が
、
生
涯

学
習
施
設
と
し
て
の
役
割
を

考
え
、
早
期
の
改
善
求
め
る
。

問　

煉
瓦
館
前
の
紺
屋
上
橋

の
拡
幅
は
、
大
阪
府
の
河
川

改
修
計
画
を
待
っ
て
協
議
す

る
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
そ
の

後
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答　

28
年
５
月
に
河
川
整
備

計
画
が
策
定
さ
れ
、
河
川
断

面
な
ど
の
諸
条
件
が
確
定
し

た
。
改
修
方
法
を
大
阪
府
と

協
議
す
る
。
工
法
な
ど
予
備

問　

公
民
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
な
く
高
齢
者
に
は
大
変

不
便
。
生
涯
学
習
が
重
要
性

を
増
し
て
い
る
現
在
、
早
急

に
検
討
す
べ
き
だ
。

答　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は

多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
設

置
に
よ
っ
て
一
部
の
部
屋
が

狭
く
な
る
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト

も
大
き
い
。
公
民
館
は
築
46

年
を
経
過
し
て
お
り
、
耐
震

化
も
含
め
大
規
模
改
修
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の

空
調
の
音
や
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
の
要
望
が
出
て
い
る
。

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

煉
瓦
館
講
義
室
の
音
の
反
射

も
改
善
が
必
要
だ
。

答　

要
望
は
理
解
し
て
い
る

が
、
空
調
機
の
更
新
は
多
額

の
費
用
が
か
か
る
。
ト
イ
レ

の
洋
式
化
も
大
規
模
改
修
時

に
施
工
す
る
方
が
合
理
的
。

煉
瓦
館
講
義
室
は
、
改
善
に

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

情
報
教
育
に
つ
い
て

矢
野　

正
憲

ッ
ト
に
対
す
る
理
解
・
指
導

力
・
対
応
力
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

夜
の
９
時
以
降
に
携

帯
・
ス
マ
ホ
を
親
に
管
理
を

し
て
も
ら
う
よ
う
な
統
一
ル

ー
ル
を
作
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
本
町
と
し
て
も
統

一
ル
ー
ル
の
制
定
を
考
え
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
？

答　

携
帯
・
ス
マ
ホ
等
の
適

切
な
使
用
に
つ
い
て
、児
童

生
徒
・
保
護
者
に
対
し
て
意

識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
継
続

的
な
啓
発
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、今
は
町
と
し
て
の
ル

ー
ル
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

数
件
発
生
し
て
い
る
。
発
生

し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
は
、

各
校
に
お
い
て
丁
寧
か
つ
迅

速
な
対
応
・
指
導
に
よ
り
解

決
し
て
い
る
。
各
校
で
は
原

則
的
に
携
帯
・
ス
マ
ホ
等
の

持
ち
込
み
禁
止
を
し
て
お
り
、

使
用
や
利
用
に
つ
い
て
は
保

護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
取

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

児
童
生
徒
と
保
護
者
を

対
象
に
親
子
携
帯
教
室
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

答　

携
帯
教
室
に
つ
い
て
は

重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
が
、

実
施
に
い
た
っ
て
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
が
、啓
発
・
指
導

に
つ
い
て
は
、児
童
生
徒
対

象
、保
護
者
及
び
教
職
員
対

象
に
各
校
の
実
態
に
応
じ
て

実
施
し
て
い
る
。
来
年
度
に

は
ネ
ッ
ト
対
応
の
専
門
家
を

招
い
て
、全
教
職
員
対
象
に

「
ネ
ッ
ト
対
応
研
修
会
」の
開

催
も
予
定
し
、教
職
員
の
ネ

問　

子
ど
も
達
が
自
分
の
携

帯
ス
マ
ホ
を
持
ち
、ラ
イ
ン
・

メ
ー
ル
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
利

用
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
る

一
方
で
、全
国
的
に
有
害
情

報
サ
イ
ト
な
ど
に
ア
ク
セ
ス

し
、犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
だ
。
本
町
の
小
中
学
生
の

所
持
率
は
？

答　

小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

に
お
け
る
生
徒
質
問
調
査
の

結
果
に
よ
る
と
小
学
校
で
約

６
割
５
分
、中
学
校
で
約
９

割
弱
の
所
持
率
で
あ
る
。

問　

小
中
学
校
で
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
事
例
は
あ
る
の
か
？

答　

本
町
に
お
い
て
も
社
会

的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
ラ

イ
ン
に
よ
る
誹
謗
中
傷
・
仲

間
外
れ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、

T
w
itter

・Y
ouT

ube

等

へ
の
無
断
で
の
書
込
み
や
投

稿
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

一
般
質
問

公
民
館
な
ど
の
改
善
を
！

紺
屋
上
橋
の
拡
幅
の
見
通
し

談
合
損
害
賠
償
の
協
議
は
？
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二
見　

裕
子

ル
の
管
理
面
で
有
効
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
、導
入

自
治
体
で
の
調
査
と
補
助
制

度
の
活
用
も
研
究
し
て
い
る
。

問　

運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
さ
れ
る
方
が
増
加
す
る
と

思
う
が
、ひ
ま
わ
り
バ
ス
の

今
後
の
運
営
は
。

答　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
全
て

の
住
民
さ
ん
を
対
象
に
主
要

な
公
共
施
設
と
各
地
域
を
結

ぶ
交
通
手
段
と
し
て
町
内
循

環
で
運
行
。
利
便
性
の
向
上

対
策
と
し
て
、8
月
か
ら
の

休
日
運
行
と
商
業
施
設
周
辺

や
病
院
等
に
も
近
い
バ
ス
停

の
増
設
、10
月
か
ら
新
車
両

導
入
で
乗
り
降
り
し
や
す
い

バ
ス
と
な
っ
た
。

問　

新
し
い
施
策
は
考
え
て

い
る
か
。

答　

本
町
の
緑
豊
か
な
学
園

文
化
都
市
と
い
う
魅
力
と
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
施

策
、今
後
取
り
組
ん
で
い
く

施
策
を
町
内
外
に
確
実
に
発

信
す
る
事
に
よ
り
さ
ら
な
る

転
入
・
定
住
促
進
に
つ
な
げ

て
い
く
。

問　

新
婚
世
帯
へ
の
施
策
は
。

答　

生
産
年
齢
人
口
や
幼
年

期
世
代
の
転
入
促
進
を
図
る

上
で
新
婚
世
帯
を
取
り
込
む

こ
と
は
重
要
。
国
や
大
阪
府

の
動
向
を
注
視
し
、他
団
体

の
取
り
組
み
を
確
認
し
な
が

ら
調
査
研
究
を
進
め
る
。

問　

子
育
て
施
策
と
し
て
の

予
防
接
種
ア
プ
リ
の
導
入
は
。

答　

保
護
者
と
行
政
と
の
顔

の
見
え
る
関
係
を
大
切
に
し

て
い
る
。
ア
プ
リ
の
活
用
で

予
防
接
種
情
報
の
検
索
や
発

信
機
能
、接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

問　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

導
入
は
。

答　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と

は
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
で
、

バ
ス
の
便
が
な
い
地
域
な
ど

に
対
応
し
た
公
共
交
通
機
関

で
あ
る
。
本
町
と
し
て
は
具

体
的
に
は
導
入
予
定
は
な
い

が
、今
後
、生
活
支
援
・
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
協
議
体
に
お

い
て
、高
齢
者
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
外
出
支
援
の
課
題
と
し

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

　

 　問　

町
と
し
て
の
振
り
込
め

詐
欺
の
防
止
は
。

答　

高
齢
者
を
狙
っ
た
ケ
ー

ス
が
多
い
為
、知
識
と
当
事

者
意
識
を
持
っ
て
貰
う
事
が

被
害
防
止
に
な
る
。
町
内
各

部
署
が
連
携
し
な
が
ら
、警

察
の
協
力
の
も
と
、意
識
啓

発
や
情
報
提
供
、注
意
喚
起

等
を
行
っ
て
い
く
。

転
入
・
定
住
促
進
で
更
な
る
人
口
増
加
を

高
齢
者
施
策
の
充
実
を

虐
待
や
い
じ
め
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
「
子
ど
も
基
本
条
例
」の
制
定
を
！

「
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
で
認
知
症
の
早
期
発
見
を
！

道
路
の
陥
没
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、路
面
下
空
洞
調
査
の
実
施
を
！

渡
辺　

豊
子

答　

自
前
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
自
動
計
算
化
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
る
。

問　

音
読
や
計
算
を
始
め
と

し
た
知
的
活
動
習
慣
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
？

答　

タ
ピ
オ
体
操
プ
ラ
ス
の

中
に
、「
あ
た
ま
の
体
操
」を

組
み
込
ん
で
い
る
。

問　

福
岡
市
で
大
規
模
な
道

路
陥
没
事
故
が
あ
っ
た
。
業

者
に
よ
る
サ
ン
プ
ル
調
査
の

結
果
を
受
け
て
掘
削
さ
れ
た

結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
？
田

尻
町
は
、本
年
空
洞
調
査
を

行
い
、結
果
を
受
け
て
改
修

復
旧
工
事
を
実
施
し
た
。
本

町
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
り

空
洞
個
所
を
掘
削
し
、空
洞

を
確
認
し
た
。
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

幹
線
町
道
等
を
中
心
と
し
て

計
画
的
な
実
施
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

に
反
映
さ
せ
た「
子
ど
も
達

の
た
め
の
子
ど
も
達
の
条

例
」は
、虐
待
や
い
じ
め
か
ら

町
全
体
で
子
ど
も
を
守
る
と

い
う
町
の
基
本
姿
勢
と
な
る

の
で
は
な
い
か
？

　

 

（
町
長
）改
め
て
中
身
を

精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

認
知
症
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
推
進
す
る
た
め

に
、携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
で
簡

単
に
判
定
で
き
る「
認
知
症

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
」

を
、認
知
症
ケ
ア
パ
ス
が
で

き
た
今
こ
そ
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
？

問　

児
童
虐
待
に
よ
る
痛
ま

し
い
事
件
が
相
次
ぐ
中
、本

町
で
は
児
童
虐
待
防
止
対
策

に
つ
い
て
ど
の
様
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
？

答　
「
熊
取
町
子
ど
も
相
談

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」で
早

期
発
見
及
び
相
談
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
切
れ
目
の
な
い

支
援
体
制
と
し
て「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
て
児
童
虐
待
の
発

生
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

子
ど
も
の
権
利
を
保
障

し
、虐
待
や
い
じ
め
か
ら
守

り
、社
会
全
体
で
支
援
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に「
子
ど
も
基
本
条
例
」を

制
定
し
て
は
ど
う
か
？

答　

条
例
に
相
当
す
る
理
念

と
取
り
組
み
目
標
を
掲
げ
て

い
る「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

計
画
」を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

子
ど
も
達
の
声
を
条
例

児
童
虐
待
防
止
対
策

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

路
面
下
空
洞
調
査
に
つ
い
て
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大東市と四条畷市の「子ども基本条例」



老
人
憩
い
の
家
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

町
民
グ
ラ
ン
ド
及
び
八
幡
池
青
少
年
広
場
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

熊
取
図
書
館
に
カ
フ
ェ
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ（
音
楽
）の
導
入
を
！ 

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
維
持
管
理
費
を
確
保
せ
よ
！

河
合　

弘
樹

浦
川　

佳
浩

し
た
後
、
判
断
し
た
い
。

問　

28
年
５
月
実
施
の
「
ゆ

め
の
森
公
園
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
の
結
果
は
？

答　

①
公
園
利
用
者
の
う
ち
、

２
割
が
熊
取
町
民
で
８
割
が

町
外
。
②
車
で
の
来
園
者
が

約
98
％
。
③
駐
車
場
の
有
料

化
に
は
91
％
が
肯
定
的
で　

平
均
276
円
。
な
ど
で
あ
っ
た
。

問　

公
園
の
維
持
管
理
は
ど

の
様
に
行
う
予
定
か
？

答　

指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
向
け
検
討
し
て
い
る
。
現

行
の
自
動
販
売
機
収
入
以
外

に
、
公
園
駐
車
場
の
有
料
化

及
び
広
告
収
入
の
確
保
に
向

け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

今
後
、
少
子
高
齢
化

に
伴
い
公
共
施
設
管
理
予
算

は
先
細
る
。
子
ど
も
達
に
と

っ
て
「
負
の
遺
産
」
と
な
ら

な
い
様
、
指
定
管
理
者
導
入

に
際
し
て
は
、
最
大
限
の
知

恵
を
絞
り
、
町
と
連
携
で
き

る
業
者
選
定
を
期
待
す
る
。

ら
試
行
的
に
導
入
し
た
い
。

要
望　

従
来
と
同
じ
事
を
繰

り
返
す
だ
け
で
は
、
利
用
者

は
益
々
減
る
一
方
で
あ
る
。

約
８
割
の
住
民
が
図
書
館
を

利
用
し
て
い
な
い
現
状
を
踏

ま
え
、
カ
フ
ェ
を
設
置
し
、

雑
誌
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
更
に

充
実
さ
せ
る
等
、
思
い
切
っ

た
取
り
組
み
を
望
む
。

問　

年
間
の
利
用
状
況
は
？

答　

左
図
参
照

問　

夏
季
〜
秋
季
の
公
園
利

用
者
が
少
な
い
為
、
水
遊
び

場
を
設
置
し
て
は
？

答　

現
在
は
未
定
だ
が
、
他

市
の
公
園
利
用
状
況
を
検
証

問　

若
者
・
子
育
て
世
代（
23

歳
〜
40
歳
）の
図
書
館
利
用

が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。

利
用
促
進
の
為
、
土
曜
・
日

曜
に
は
、
カ
フ
ェ
の
設
置
や

Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
す
等
、
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
雰
囲
気
作
り
に
取
り

組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
？

答　

現
在
カ
フ
ェ
の
導
入
予

定
は
無
い
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
曜
日
や
時

間
帯
等
、
意
見
を
伺
い
な
が

問　

改
修
の
経
緯
と
計
画
予

定
は
？

答　

町
民
グ
ラ
ン
ド
の
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
8

月
26
日
に
男
子
ト
イ
レ
の
大

便
器
2
箇
所
の
う
ち
1
箇
所

と
女
子
ト
イ
レ
の
4
箇
所
の

う
ち
、
3
箇
所
を
洋
式
化
に

改
修
を
完
了
し
た
。「
八
幡

池
青
少
年
広
場
」
の
ト
イ
レ

は
、
昭
和
56
年
度
に
設
置
し
、

か
な
り
古
い
も
の
で
、
今
後
、

改
修
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

整
備
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

下
水
道
工
事
の
現
在
施

工
中
の
地
区
と
今
後
の
工
事

予
定
地
区
は
？

答　

本
町
の
下
水
道
事
業
は
、

昭
和
63
年
度
に
下
水
道
法
事

業
認
可
を
所
得
し
、
平
成
元

年
度
よ
り
下
水
道
工
事
に
着

手
以
降
、
こ
れ
ま
で
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
鋭
意
事
業
推

進
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
平

成
27
年
度
末
の
下
水
道
人
口

普
及
率
は
、
78.3
％
と
な
り
、

今
年
度
は
平
成
28
年
度
末
下

水
道
人
口
普
及
率
78.8
％
を
目

標
に
、
大
宮
地
区
、
久
保
地

区
、
小
垣
内
地
区
及
び
山
の

手
台
地
区
の
4
箇
所
に
お
い

て
、
下
水
道
整
備
工
事
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
山
の
手

台
地
区
及
び
五
門
地
区
の
2

箇
所
に
お
い
て
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
設
備
工
事
を
実
施

し
て
お
り
、
未
整
備
地
域
へ

の
早
期
の
下
水
道
整
備
は
、

計
画
的
に
推
進
す
る
。

問　

老
朽
化
に
伴
う
耐
震
化

や
増
改
築
、
建
て
替
え
な
ど

の
今
後
の
計
画
は
？

答　

老
人
憩
い
の
家
は
、
昭

和
49
年
度
よ
り
各
地
区
に
設

置
し
て
お
り
、
古
い
も
の
は

建
築
後
40
年
以
上
が
経
過
し

て
お
り
平
成
9
年
度
か
ら
19

年
度
ま
で
の
10
年
間
を
か
け

て
屋
根
の
葺
き
替
え
や
外
壁

塗
装
な
ど
の
大
規
模
改
修
を

行
っ
て
き
た
が
、
昭
和
56
年

以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
の
建

築
が
26
ケ
所
あ
り
、
耐
震
化

を
含
め
た
安
全
対
策
や
、
施

設
の
長
寿
命
化
を
中
心
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
後
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
受
け
て
、
町
の
厳

し
い
財
政
状
況
等
も
勘
案
し

つ
つ
、
町
と
し
て
の
役
割
を

は
た
す
べ
く
、
各
地
区
の
利

用
状
況
な
ど
を
見
な
が
ら
方

向
性
を
示
す
。
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『
教
育
の
ま
ち 

く
ま
と
り
』に
つ
い
て

Ｐ
Ｒ
動
画
に
つ
い
て

坂
上　

昌
史

問　

動
画
の
構
成
と
掲
載
媒

体
は
何
か
？

答　

現
在
ま
で
の
経
過
は
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
決

定
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
と
10

月
25
日
契
約
を
締
結
し
た
。

内
閣
府
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
地

域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
提
案

し
た
動
画
構
成
な
ど
特
に
優

れ
た
企
画
提
案
で
あ
り
、選

定
し
た
。町
内
3
大
学
に
募

集
し
11
名
の
応
募
が
あ
っ
た
。

具
体
的
な
構
成
は
目
下
検
討

中
で
あ
り
2
分
30
秒
程
度
の

映
像
を
想
定
し
て
い
る
。掲

載
媒
体
と
し
て
は
参
加
者
に

よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
拡
散
、さ

ら
に
総
務
省
の
全
国
移
住
ナ

ビ
、Youtube

な
ど
想
定
さ

れ
る
様
々
な
媒
体
に
掲
載
し

て
い
く
。

果
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
？
ま
た
改
善
向
上
の
た
め

に
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み

は
あ
る
か
？

答　

熊
取
町
の
結
果
の
特
徴

と
し
て
は
基
礎
的
な
知
識
や

技
能
は
定
着
し
て
い
る
が
全

国
・
大
阪
府
の
結
果
と
同
様

「
身
に
つ
け
た
知
識
を
活
用

し
表
現
す
る
こ
と
」に
課
題

が
見
ら
れ
る
。子
供
達
が
主

体
的
に
学
び
、考
え
、そ
の
考

え
を
仲
間
と
と
も
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
グ
ル

ー
プ
学
習
等
を
取
り
入
れ
た

授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

問　

学
校
教
育
に
関
し
て
府

内
他
市
町
と
比
べ
て
突
出
し

て
優
れ
て
い
る
と
評
価
し
て

い
る
項
目
あ
る
い
は
差
別
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

項
目
は
何
か
？

答　

大
学
と
連
携
し
た
取
り

組
み
が
上
げ
ら
れ
る
。学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事

業
に
お
い
て
今
年
度
登
録
人

数
は
89
名
う
ち
75
名
は
町
内

大
学
生
。学
校
に
対
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
配
置
率
は
府
下

で
も
か
な
り
高
い
割
合
。さ

ら
に
今
年
度
よ
り
大
体
大
か

ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
子
供

の
体
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

小
学
校
に
お
け
る
体
育
の
授

業
研
究
を
進
め
て
い
る
。

問　

①
平
成
28
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
熊
取

町
の
分
析
結
果
で
は
全
国
や

大
阪
府
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
と
感
じ
る
が
、こ
の
結

鱧
谷　

陽
子

問　

熊
取
町
で
の
苦
情
の
件

数
は
？

答　

平
成
27
年
度
は
131
件
、

28
年
度
は
10
月
現
在
で
、128

件
で
あ
る
。

問　

美
し
い
町
づ
く
り
条
例

の「
氏
名
の
公
表
」「
強
制
執

行
」を
行
う
条
件
は
？

答　

度
重
な
る
苦
情
と
命
令

に
従
わ
な
い
時
、氏
名
公
表

と
な
る
が
、所
有
者
と
連
絡

を
取
り
適
宜
解
決
し
て
い
る
。

強
制
執
行
は
地
域
住
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
の
保
護
を

要
す
る
場
合
に
適
用
す
る
。

で
あ
る
。

問　

認
知
症
推
進
事
業
、協

議
体
の
進
捗
状
況
は
？

答　

認
知
症
カ
フ
ェ
を
図
書

館
で
3
回
、老
人
憩
い
の
家

で
1
回
開
催
し
、「
認
知
症
初

期
集
中
チ
ー
ム
」を
11
月
に

発
足
し
た
。協
議
体
は
、準
備

会
を
3
回
開
催
し
、平
成
29

年
1
月
発
足
予
定
で
あ
る
。

問　

大
阪
府
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ

ス
ト
は
高
校
入
試
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
？　

答　

背
景
に
は
調
査
書
の
評

定
が
平
成
28
年
度
よ
り
相
対

評
価
か
ら
絶
対
評
価
に
変

わ
っ
た
た
め
、学
校
の
共
通

に
な
る
物
差
し
と
し
て
実
施

し
、公
平
性
を
担
保
し
て
い

る
。

要
望　

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

は
学
校
間
格
差
を
生
む
の
で

大
阪
府
へ
中
止
を
申
し
入
れ

し
て
ほ
し
い
。

問　

要
支
援
１
・
２
に
認
定

さ
れ
て
い
る
人
は
包
括
報
酬

制
で
、新
し
く
現
行
サ
ー
ビ

ス
に
な
っ
た
方
は
1
回
単
価

（
出
来
高
制
）で
す
か
？

答　

原
則
、平
成
29
年
4
月

か
ら
要
支
援
認
定
の
方
は
認

定
有
効
期
限
ま
で
1
ヶ
月
あ

た
り
の
包
括
報
酬
制
、新
た

に
総
合
事
業
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
方
は
出
来
高
制
と

な
る
。し
か
し
、認
定
期
限
前

に
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
も
で
き
る
の
で
、利
用
者
、

業
者
に
説
明
す
る
。

問　

現
行
サ
ー
ビ
ス
と
サ
ー

ビ
ス
Ａ
と
の
認
定
基
準
は
？

答　

要
支
援
１
・
２
の
該
当

者
の
方
に
お
い
て
、基
準
で

は
な
く
判
定
後
、本
人
の
希

望
や
状
態
に
応
じ
て
の
利
用

と
な
る
。

問　

サ
ー
ビ
ス
Ａ
の
担
い
手

の
研
修
時
間
は
？

答　

２
日
間
で
合
計
12
時
間

4
月
か
ら
始
ま
る
新
し
い
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て

大
阪
府
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
に
つ
い
て

空
き
家
、空
き
地
の
雑
草
に
つ
い
て
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教
育
方
針
に
つ
い
て

熊
取
町
の
魅
力
作
り
に
つ
い
て
（
永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
周
辺
整
備
）

ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
つ
い
て

阪
口　

均
ま
る
山
（
庭
園
）を
造
っ
て

み
て
は
ど
う
か
？
基
本
的
に

は
、お
金
を
か
け
な
い
で
、住

民
の
手
造
り
。完
成
の
暁
に

は
入
園
料
収
入
を
得
る
。

答　

永
楽
ダ
ム
周
辺
の
山
は

一
部
民
有
地
と
、保
安
林
の

指
定
も
あ
る
の
で
難
し
い
。

問　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
利
便

性
の
問
題
と
、利
用
者
を
ど

う
増
や
す
の
か
？

答　

土
日
運
行
・
バ
ス
停
増

設
・
ダ
イ
ヤ
見
直
し
等
で
利

便
性
を
高
め
る
努
力
を
し
て

い
る
。

要
望　

地
域
に
よ
っ
て
利
用

者
数
が
大
き
く
違
う
と
思
わ

れ
る
が
、利
用
状
況
調
査
を

行
っ
て
ダ
イ
ヤ
に
反
映
し
て

も
ら
い
た
い
。

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
英
語

に
触
れ
さ
せ
て
い
る
。さ
ら

に
中
学
校
教
員
の
指
導
力
の

向
上
に
も
努
め
て
い
る
。

要
望　

今
後
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増

員
を
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。

子
ど
も
の「
英
語
弁
論
大
会
」

も
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

答　

本
町
で
は「
小
中
連
携
」

を
進
め
て
お
り
、連
続
し
た

９
年
間
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
子
ど
も
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問　

ダ
ム
周
辺
及
び
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
桜
の
老
木
化

に
伴
う
植
樹
に
つ
い
て

答　

桜
の
木
の
寿
命
は
60
年

程
度
と
言
わ
れ
、植
栽
の
必

要
が
出
て
き
て
い
る
。専
門

家
の
意
見
も
取
り
入
れ
維
持

管
理
に
努
め
る
。

問　

熊
取
町
の
自
然
を
生
か

し
て
、紅
葉
で
真
っ
赤
に
染

問　

熊
取
小
・
中
学
校
の
問

題
点
は
・
対
策
は
？

答　

思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
に
欠
け
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
た
め
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
学
べ
る
よ
う
、グ

ル
ー
プ
学
習
等
を
取
り
入
れ

た
授
業
を
し
て
い
る
。

問　

各
学
校
の
教
育
方
針
の

違
い
や
特
徴
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
？

答　

基
本
的
に
は
各
校
と
も

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
が
、

中
で
も
グ
ル
ー
プ
学
習
を
取

り
入
れ
た
り
、地
域
の
人
と

の
交
流
を
取
り
入
れ
た
り
、

特
色
を
出
し
て
い
る
。

 
問　

英
語
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

答　

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員
し
ネ
イ

国
民
健
康
保
険
の
現
状
と

平
成
30
年
か
ら
の
都
道
府
県
化
に
つ
い
て

江
川　

慶
子

一
保
険
料
率
に
よ
る
医
療
費

増
大
、
保
険
料
高
騰
の
危
険

性
④
法
定
外
繰
入
に
よ
る
保

険
料
抑
制
を
敵
視
⑤
減
免
を

統
一
、
原
資
を
保
険
料
で
賄

う
⑥
統
一
の
強
要
は
法
の
逸

脱
行
為
で
あ
る
。
保
険
者
で

あ
る
熊
取
町
は
住
民
の
立
場

で
意
見
を
述
べ
る
べ
し
。
現

在
の
進
捗
状
況
は
？

答　

平
成
30
年
度
の
都
道
府

県
化
を
目
指
し
、「
大
阪
府
・

市
町
村
国
民
健
康
保
険
広
域

化
調
整
会
議
」
を
中
心
に
現

在
第
６
回
目
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
都
道
府
県
が
定
め

る
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針

の
骨
子
案
が
策
定
さ
れ
現
在

意
見
集
約
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
定
め
た
日
程
で
鋭
意
作
業

実
施
さ
れ
て
い
る
。

要
望　

統
一
化
は
地
方
自
治

の
否
定
で
あ
る
。
く
ら
し
と

命
を
脅
か
す
高
い
国
保
料
、

住
民
の
声
を
大
阪
府
へ
。

問　

統
一
国
保
の
問
題
点
は

①
国
保
を
相
互
扶
助
制
度
に

変
質
さ
せ
る
も
の
②
医
療
費

水
準
1.2
だ
か
ら
差
が
な
い
と

い
う
の
は
机
上
の
空
論
③
統

問　

何
度
も
国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
質
問
し
て
き
た
。

低
所
得
者
へ
の
財
政
支
援
、

財
政
共
同
安
定
化
事
業
の
拠

出
超
過
の
問
題
、
都
道
府
県

単
位
化
へ
の
町
の
意
見
取
り

扱
い
、
医
療
費
水
準
の
格
差
、

単
年
度
赤
字
分
を
翌
年
度
分

の
一
般
会
計
よ
り
繰
り
入
れ

る
件
等
行
っ
て
き
た
。
町
は

一
貫
し
て
年
々
高
く
な
る
健

康
保
険
料
に
つ
い
て
、「
医

療
費
が
上
が
る
か
ら
仕
方
が

な
い
」
と
の
姿
勢
で
住
民
の

暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
答
弁

が
得
ら
れ
な
い
。
平
成
26
年

度
か
ら
現
在
の
状
況
？

答　
（
表
参
照
）
国
保
制
度

改
革
は
、
国
保
の
制
度
上
の

懸
案
に
対
応
し
、
法
律
改
正

に
基
づ
い
て
国
民
皆
保
険
を

維
持
す
べ
く
順
次
、
計
画
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
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問

問

答

答要
望

要
望

要
望

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県

単
位
化
に
つ
い
て

教
育
方
針

熊
取
町
の
魅
力
づ
く
り

ひ
ま
わ
り
バ
ス

平
成
26
年
度
か
ら
の
状
況

問

問問 問

問問 問

答

答 答

答答 答

答

一
般
質
問
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班 ２月実施予定（12月議会報告）

1 大久保・・・・・・・・・・・２月19日（日）午後７時～　大久保老人憩いの家

2 つばさが丘・・・・・・・２月11日（土）午前10時～　つばさが丘東老人憩いの家
池の台・・・・・・・・・・・２月11日（土）午後７時～　池の台老人憩いの家

3 五月ケ丘・・・・・・・・・２月11日（土）午後７時～　五月ヶ丘自治会館
若葉・・・・・・・・・・・・・２月18日（土）午後７時～　若葉老人憩いの家

班 29年5月実施予定
（3月議会報告）

29年8月実施予定
（6月議会報告）

29年11月実施予定
（９月議会報告）

30年２月実施予定
（12月議会報告）

1 新野田
長池

小垣内
小谷 七山 泉陽ヶ丘

和田

2 山の手台 希望が丘
熊取グリーンヒル

桜が丘
成合 野田

3 自由が丘
大宮 関空国際 青葉台

紺屋
大原
つつじヶ丘

編 

集 

後 

記

　

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
に
代
わ
り
、
日

本
に
ど
ん
な
影
響
が
出
て
く

る
の
か
、
不
安
含
み
で
平
成

29
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

熊
取
町
議
会
で
は
、
全
会

一
致
で
要
求
し
て
い
た
エ
ア

コ
ン
が
、
中
学
3
年
の
教
室

か
ら
で
す
が
、
予
算
が
付
き

ま
し
た
。
談
合
問
題
に
関
す

る
2
つ
の
請
願
も
全
会
一
致

で
採
択
し
ま
し
た
。
議
会
基

本
条
例
が
で
き
今
年
10
年
目
、

徹
底
的
に
議
論
し
合
う
開
か

れ
た
議
会
、
皆
さ
ん
の
願
い

が
届
く
議
会
を
め
ざ
し
て
全

員
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員
会　
　
　
　
　

委
員
長　

鱧
谷　

陽
子

副
委
員
長　

文
野　

慎
治

委　
　

員　

浦
川　

佳
浩

委　
　

員　

二
見　

裕
子

委　
　

員　

矢
野　

正
憲

委　
　

員　

佐
古　

員
規

委　
　

員　

江
川　

慶
子

議会報告会班構成（○は班長）

２月25日（土） 午後７時30分～
会場：熊取交流センター
　　  煉瓦館　講義室Ａ《担当：１班》

議会報告会の予定

議 会 報 告 会 全 体 会議 会 報 告 会 全 体 会
１班　○河合　弘樹、浦川　佳浩
　　　　渡辺　豊子、服部　脩二
　　　　坂上　巳生男
２班　○佐古　員規、重光　俊則
　　　　坂上　昌史、二見　裕子
　　　　江川　慶子
３班　○矢野　正憲、文野　慎治
　　　　阪口　均　、鱧谷　陽子

～定例会閉会後に各地区での議会報告と併せて全体会を実施しています。～


